
1 　問題は 1 から 4 までで， 7ページにわたって印刷してあります。

また，解答用紙は両面に印刷してあります。

2　検査時間は 50分で，終わりは午前 11時 00分です。

3　声を出して読んではいけません。

4　答えは全て解答用紙にＨＢ又はＢの鉛筆（シャープペンシルも可）を使って

明確に記入し，解答用紙だけを提出しなさい。

5　答えに根号が含まれるときは，根号を付けたまま，分母に根号を含まない 

形で表しなさい。また，根号の中を最も小さい自然数にしなさい。

6　答えは解答用紙の決められた欄からはみ出さないように書きなさい。

7　答えを直すときは，きれいに消してから，消しくずを残さないようにして，

新しい答えを書きなさい。

8　受検番号を解答用紙の表面と裏面の決められた欄に書き，表面については，

その数字の の中を正確に塗りつぶしなさい。

9　解答用紙は，汚したり，折り曲げたりしてはいけません。
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次の各問に答えよ。

〔問 ₁〕　
5

10 1

10

2 6 2 6
2

-
-

- +_ _ _i i i
　を計算せよ。

〔問 ₂〕　 ₂ 次方程式　 x x3 3 8 3 2 02+ - + + =^ ^h h 　を解け。

〔問 ₃〕　右の図 1は正五角形 ABCDE で，点 P は頂点 A の位置にある。

₁ から ₆ までの目の出る大小 ₁ つずつのさいころを同時に ₁ 回投げ

る。

大きいさいころの出た目の数を a，小さいさいころの出た目の数 

を bとする。

点 P は，頂点 A を出発して，出た目の数の和 a+bだけ正五角形

の頂点上を反時計回り（矢印の方向）に移動する。例えば a+b= ₆

のとき，点 P は頂点 B の位置にある。

点 P が頂点 E の位置にある確率を求めよ。

ただし，大小 ₂ つのさいころはともに， ₁ から ₆ までのどの目が出

ることも同様に確からしいものとする。

〔問 ₄〕　 ₂ つの自然数 x，yは，x2-₄y2= ₁₃ を満たしている。このとき， ₂ つの自然数 x，yの値

をそれぞれ求めよ。

〔問 ₅〕　右の図2で，四角形 ABCD は，+ABC= ₆₀°のひし形で，対角線 BD

を引いたものである。

解答欄に示した図をもとにして，ひし形 ABCD を定規とコンパスを

用いて作図し，頂点 A，頂点 C の位置を示す文字 A，C もそれぞれ書け。
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右の図 1で，点 O は原点，曲線 fは関数 y= ax2（a2 ₀）の

グラフである。

₂ 点 A，B はともに曲線 f上にあり，点 A の x座標は負の数，

点 B の x座標は正の数であり，点 A と点 B の x座標の絶対値は

等しい。

点 A と点 B を結ぶ。

点 O から点（ ₁ ，₀）までの距離，および点 O から点（ ₀ ，₁）

までの距離をそれぞれ ₁ cm として，次の各問に答えよ。

〔問 ₁〕　右の図 2は，図 1において，a=
2

1 ，点 A の x座標を

-₁ とし，四角形 ABCD が正方形となるように y座標はと

もに正の数となる点 C と点 D をとり，点 B と点 C，点 C

と点 D，点 D と点 A をそれぞれ結んだ場合を表している。

₂ 点 B，D を通る直線の式を求めよ。
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〔問 ₂〕　右の図 3は，図 1において，点 A の x座標を-₁ とし，

点 E は曲線 f上にあり，x座標が ₃ となる点とし，点 F は

曲線 f上にあり，x座標が負の数で，y座標が点 A の y座標

より大きい点とし，点 O と点 B，点 B と点 E，点 E と点 O，

点 Bと点 F，点 Fと点 Aをそれぞれ結んだ場合を表している。

iBEO とiABF の面積が等しくなるとき，点 F の x座標

を求めよ。

ただし，答えだけでなく，答えを求める過程が分かるように，

途中の式や計算なども書け。

〔問 ₃〕　右の図4は，図1において，点 A を通り，傾きが曲線 fの

式における比例定数 aと等しい直線を lとし，点 B から直線 l

に引いた垂線と直線 lとの交点を G とし，点 B と点 G を結ん

だ場合を表している。

点 A の x座標が- 7，iABG の面積が ₇ cm2 のとき，

aの値を求めよ。
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右の図 1で，iABC は，+B= ₉₀°の直角三角形で，辺 AC 上にあ

り頂点 A，C と異なる点を D とし，DAF DB とする。点 D と頂点 B

を結んだ線分を頂点 B の方向に伸ばした直線上にあり，DA= DE とな

る点を E とする。

点 D を中心とし，線分 DA の長さを半径とする円 D 上の ₂ 点 A，E

を結ぶ AE
&

，線分 DA，線分 DE で囲まれた図形を，おうぎ形 DAE 

とする。ただし，おうぎ形 DAE の中心角は ₁₈₀°より小さいものとする。

次の各問に答えよ。

〔問 ₁〕　右の図 2は，図 1において，頂点 B と点 E が一致した場合を

表している。

DA = ₃ cm，BC = 2 3 cm の と き，iDBC の 面 積 は 

何 cm2 か。
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〔問 ₂〕　右の図 3は，図 1において，点 D が AD2+BD2=AB2 を

満たし，点 D を通り，辺 AB に垂直な直線を引き，線分 AB と

の交点を F，直線 DF 上にある点を G とし，点 G と点 E を結

んだ直線が円 D の点 E における接線となる場合を表している。

AB= DG であることを証明せよ。

〔問 ₃〕　右の図 4は，図 1において，+ADB= ₉₀°の場合を表して

いる。

AB= 34 cm，CD= ₂ cm の と き， お う ぎ 形 DAE の

AE
&

， 線 分 EB， 線 分 BC， 線 分 CA で 囲 ま れ た 図 形 を， 

直線 AC を軸として ₁ 回転させたときにできる回転体の体積は

何 cm3 か。

ただし，円周率は rとする。
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M さんが，自由研究で自然数の性質について図書館で調べたところ，本の中に，次のような操作

で，自然数がどのように変わっていくかが書かれていた。

操作

ある自然数 aが

① 偶数なら aを ₂ で割る。

② 奇数なら aを ₃ 倍して ₁ を加える。

自然数 aに操作を行い，得られた数を bとし，bに対して操作を行って cを得ること

を自然数 aに ₂ 回の操作を行うとし， ₃ 回， ₄ 回， ₅ 回，… の操作は同様とする。

例えば， ₇ に ₃ 回の操作を行うと　₇ → ₂₂ → ₁₁ → ₃₄　となる。

自然数 aが ₁₀₀₀₀ 以下のとき，自然数 aに操作を繰り返し行うと必ず ₁ になることは

分かっている。

M さんは自然数 aが初めて ₁ になるまでの操作の回数に興味を持った。そこで，自然数 aに操作を

繰り返し行い，初めて ₁ になるまでの操作の回数をN（a）とし，N（₁）= ₀ とした。

例えば，₁₀ に操作を繰り返し行うと， ₆ 回の操作で初めて ₁ になるので，N（₁₀）= ₆ である。

次の各問に答えよ。

〔問 ₁〕　N（₆）を求めよ。

〔問 ₂〕　N（₁₆₈）-N（₈#d）= ₃ を満たす自然数 dを求めよ。

ただし，答えだけでなく，答えを求める過程が分かるように，途中の式や計算なども書け。
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M さんは，操作の回数だけでなく， ₁ になるまでの自然数の変化にも着目してみた。下の表は ₂₀₂₀ に

操作を繰り返し行い，₂₀₂₀ が ₁ になるまでに現れたすべての自然数を ₂₀₂₀ も含めて左から小さい順に並

べたとき，最初から x番目の自然数を yとして，xと yの関係を表したものである。ただし，e，f，gに

はそれぞれある自然数があてはまり，表の中の … の部分は自然数が省略されている。

x ₁ ₂ ₃ ₄ … e-₂ e-₁ e e+₁ … N（₂₀₂₀） N（₂₀₂₀）+₁

y ₁ ₂ ₄ ₅ … ₁₇₂ f g ₃₄₄ … ₂₀₂₀ ₂₇₅₂

表の yの値の中央値は ₂₃₃.₅ で，fは ₂₀₂₀ から ₃₇ 回操作を行ったときに現れる自然数で，₂₀₂₀ から

₃₈ 回操作を行ったときに現れる自然数は ₉₈ であり，N（₂₀₂₀）= ₅₃+N（₁₆₀）が成り立つ。

〔問 ₃〕　このとき自然数の組（e，g）を求めよ。
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